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当院の実績

ページトップに戻る

９．血液製剤廃棄率（％）
解説

項目の定義 ・輸血療法専門委員会では廃棄理由も分析しています。
・廃棄例のほとんどは、輸血予定者の病態変化によるものですが、一部に不適切な取扱いや過剰注文による
ものが見受けられ、さらに削減の余地があります。
・血液製剤の適正使用の推進とともに、廃棄血を減らし、貴重な血液製剤の有効活用を行っていくことが必
要と考えています。

・当院の血液製剤別廃棄率の年次推移を示しています。
・廃棄率は、血液製剤が計画的に適切に使用されているかどうかを示す指標の一つと考えられます。
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https://web.hosp.kanazawa-u.ac.jp/guide/qi_2024.html



